
改訂事項（社会保障審議会給付費分科会（第239回）参考資料１【令和6年1月22日】）
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1  ３(２)⑦人員配置基準における両立支援への配慮★ P117 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2  ３(３)①管理者の責務及び兼務範囲の明確化等★ P119 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

3  ３(３)②いわゆるローカルルールについて★ P120 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

4  ５①「書面掲示」規制の見直し★ P149 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5
 ３(１)①介護職員処遇改善加算・介護職員等特定処遇改善加算・介

護職員等ベースアップ等支援加算の一本化
P107 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6  １(５)④業務継続計画未策定事業所に対する減算の導入 P48 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

7  １(６)①高齢者虐待防止の推進 P49 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

8  １(６)②身体的拘束等の適正化の推進 P51 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

9  ３(２)①テレワークの取扱い P109 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

23
(２)②豪雪地帯等において急な気象状況の悪化等があった場合の通

所介護費等の所要時間の取扱いの明確化
P11 〇 〇 〇

24
 ２(１)③リハビリテーション・個別機能訓練、口腔管理、栄養管理

に係る一体的計画書の見直し
P70 〇 〇 〇 〇 〇

25  ２(２)①通所介護等における入浴介助加算の見直し P89 〇 〇

26  ２(３)①科学的介護推進体制加算の見直し P97 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

27  ２(３)③アウトカム評価の充実のためのADL維持等加算の見直し P103 〇 〇 〇 〇

28  ５⑤通所系サービスにおける送迎に係る取扱いの明確化 P153 〇 〇 〇 〇

29  ３(２)⑧外国人介護人材に係る人員配置基準上の取扱いの見直し P118 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

改訂事項（共通事項）/サービス種別
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改訂事項目次（社会保障審議会給付費分科会（第239回）参考資料１【令和6年1月22日】）

サービス種別 改訂事項（各種別） 掲載ページ

19 通所介護・地域密着型通所介護  １(７)③通所介護・地域密着型通所介護における認知症加算の見直し P55

20 通所介護・地域密着型通所介護
 ３(３)⑦通所介護、地域密着型通所介護における個別機能訓練加算の人員配置要件の緩

和及び評価の見直し
P125,P126
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